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『失われた時を求めて』における視覚的調和一モネの「睡蓮」とドガの「踊り子」をめぐって一
ろうか。実際『失われた時を求めて』の中でプルーストは，スワンが娘のジルベルトに対して抱
いている思いについて語る際に，一つの例として「老銀行家」と彼が囲っているバレリーナとの
関係について数行を割いている35）。その記述の内容自体は直接我々の論旨に結びつくものでは
ないが，プルーストにとっても「老銀行家」という存在が踊り子とそのような関係になり得る例
として位置づけられていたことを知るには十分だろう。
H－3．　ルアール・コレクションに対する関心
これまでの試みに見たように，「少女たちの一団」が散歩するシーンには，ドガが描いた「踊
り子」と共通するイメージを複数見つけることができる。そうしたイメージの一つ一つを取りあ
げて，実際にプルーストがドガのどの絵を念頭に置いていたのかを特定するのは困難な作業であ
り，さらなる調査が必要であろう。この問題に関する詳細な分析については稿を新たにしたいと
考えているが，ここではとりわけ少女たちが銀行家を飛び越えるシーンに関してのみ実証的な側
面からのアプローチを試み，一つの可能性を提示したいと思う。
我々が着目したいのは，アンリ・ルアールの絵画コレクションに対してプルーストが強い関心
を示していたという事実である。アンリ・ルアールは，コローやクールベ，マネ，ルノワール，
ドガ，セザンヌといった画家の絵を所有する当時有数のコレクターで，ドガの数少ない親友とし
ても知られている。1912年1月2日，彼が死去したことによって同年12月9日から11日，そして
16日から18日にかけてコレクションの売却が行なわれる（7日8日および14日と15日は展示会）
ことになるのだが，それを知ったプルーストはll月下旬ジョルジュ・ド・ロリスに宛てた手紙で，
なんとか散逸前にこのコレクションを見ておきたいという考えを伝えている36）。プルーストは
知人が多く集まりそうな展示会に行くことを嫌いながらも，事前に会場となるギャラリーを訪れ
ることも考えていたようである。その文面からは彼の熱の入れようが伝わってくるが，実際にコ
レクションを見ることができたのかという点については，1913年1月末にルイ・ド・ロベールに
宛てた手紙の中でプルースト自身が否定的な発言を残している37）。しかし一方で，評伝や伝記，
書簡集の注釈などが示す見解がまちまちだという事実も指摘できる。例えばミシェル・エルマン
は評伝『マルセル・プルースト』の中で，プルーストはコレクションを見に訪れていると書いて
いるが38），タディエはこの経緯に関して註を付し，上述したルイ・ド・ロベール宛ての手紙に
依拠して，プルーストはコレクションを見ていないと推測している39）。また書簡を編纂したフィ
リップ・コルブは書簡集第十一巻の序文の中で，正確なところは分からないと記しているのであ
る40）。確かにはっきりと否定するには疑問の残る点もある。例えばプルーストはオークション
期間中の12月17日，ストロース夫人やカルメット，ジョルジュ・ビゼーらとエドワード・ノブロー
チの『キスメット』を観に出かけており，必ずしもその頃外出できないような体調ではなかった
ように思われる。また，同じように楽しみにしていながら行くことのできなかったベートーヴェ
ンの後期弦楽四重奏の演奏会（1912年12月3日）については，1912年12月の初めにレイナルド・
アーン宛に手紙を書いて無念さを切々と嘆いているが41），やはりあれ程望んでいたルアール・
コレクションについてはそういった言及が見当たらないのも不思議といえば不思議である。
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だが，仮に実物を見ていなかったにしろ確かだと思われるのは，タディエも指摘しているよう
に42），少なくともプルーストはこのコレクションについて書かれたものには可能な限り目を通
しているであろうということである。例えば1913年1月1日と15日付けの『ルヴュ・ド・パリ』
誌にジャック・エミール・ブランシュが寄せた《Notes　sur　la　Peinture　modeme》という記事
はルアール・コレクションに関するものであり43），プルーストはこれをリアルタイムで読んで
いる（この記事は後に，プルーストが序文を付すことになるブランシュの著作P70po54θ
pθ加∫rθ44）に収録される）。また1912年12月5日付けの『アール・デコラティブ』誌には，オーク
ションを直前に控え，30ページ以上にわたるコレクションの記事が豊富な図版と共に掲載されて
いる45）。これは時期的に考えてもプルーストの関心が最も高まっていたときであろう。このよ
うに，オークションの時期を前後していくつかの雑誌にルアール・コレクションが取り上げられ
ているということから考えても，プルーストはそうした記事などを通してコレクションの絵を見
ている可能性が高いといえるのではないだろうか46）。
そこで，このコレクションの中でも特に我々が注目したいのは，「踊り子」をテーマとした
《R6p6tition　de　danse》というタイトルのドガの作品である（図版10）。1878－9年頃作成された
といわれているこの作品は，1875年に新築されたガルニエのオペラ座の練習場での光景を描いた
ものとされており，極めて完成度の高い作品の一つとして評価されている。この作品はアンデパ
ンダン展の前年の1879年，第四回印象派展に出展されており，その後ルアールのコレクションに
加わったようである（先ほど触れたrアール・デコラティブ』誌の記事にもその図版が掲載され
ている）『。人物として画面に描かれているのは三人の踊り子と右手に見える四人目の足，それに
しわのきざまれたヴァイオリン奏者であり，まず両者の対比を見て取ることができるだろう。恐
らくはドガが意図的につけたといわれている青や赤，黄色といった踊り子たちのリボンや靴下の
色彩が，活発で若々しい少女たちに華やかさを添える一方で，どっかりと腰をおろした演奏家の　　　　　　　　　　　　　辱
スーツの黒が深みをまして我々の目に映る。「少女たちの一団」の一人が老銀行家を飛び越える
シーンで少女たちと老人とのコントラストに着目したが，そのモデルともいうべきドガ特有のコ
ントラストがこの絵には見出される。そしてそれにもまして注意を引くのは，最も左側で練習し
ている少女と老演奏家との位置関係ではないだろうか。なぜなら，遠近法のトリックによって，
少女の足はあたかもこの「老人」を跨いで飛び越えるかのようにして，彼の頭すれすれのところ
に描かれているのだから。
1909年の夏から秋にかけて書き込まれたと考えられているカイエ2647）からプレイヤード版の
第二巻に収録されたr花咲く乙女たちのかげに』のエスキスLIを見ると，決定稿には見られる
r刺を抜く人』へめ言及，すなわちドガが描く現代の女性に対する示唆はまだないし48），活発な
少女たちを描いた場面を含むエスキスXLVIII（カイエ26）には，スケートに喩えられる動きや
椅子を飛び越える様子などは書かれているものの，老銀行家に対する言及は一切ない49）。また
エスキスXLVにおさめられたカイエ12からの一節を見ても，わずかに一，二行《【＿l　l’une
［＝une　des　jeunes　filles】faisait　une　farce，　par　exemple　sautait　a　pieds　joints　par－dessus　une　dame
assise［．．．】》あるいは《［＿】ces　jeunes　filles　fussent　impohes　avec　les　passants　et　sautassent　par一
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dessus　un　vieux　monsieur［＿］》といった記述があるだけで，人を飛び越えるシーンに関して決
定稿にあるようなイメージの広がりはまだ全く見られない50）。これらのテクストの執筆時期と，
我々が問題としているルアール・コレクションのオークションとの問には詰めねばならない時間
的な隔たりがあることは確かである。しかし，この時期ロシア・バレエに代表される舞台芸術に
強い関心を示すとともに影響を受けていたであろうプルーストが，1912年12月という問題の時期
を経ることで，踊り子の舞台を描いたドガの絵画からさらに刺激を受け，この画家に関する示唆
的な言及と老銀行家をめぐるエピソードを書き加えていったという仮説を立てることも可能なの
ではないだろうか。
皿．結びにかえて　　「少女たち」と「睡蓮」の結びつき
プルーストとドガとの関係という新たな問いの可能性を提示する試みを含め，「少女たちの一
団」の分析に比重をかける形になったが，最後に視覚的調和の二つの特質に関わる小説内の構図
を提示してまとめにしたいと思う。
これまでの分析から明らかなように，『失われた時を求めて』の中で描き出される視覚的調和
には時間的側面と空間的側面という対照的な二つの特質を認めることができる。前者はモネの美
学の影響を受けた「睡蓮」というモチーフによって象徴され，時間の流れの中で保たれる「調和」
として示される。そして後者は「動き」が生み出す空間的な広がりの中で保たれる「調和」とし
て描かれ，それを象徴するのはドガの「踊り子」のイメージと結びついた「少女たちの一団」で
あった。一見すると，異なるモチーフによって表されるこの二つの「調和」は，ヴィヴォンヌ川
（コンブレー）とバルベックという遠く離れた二つの水辺で，これといった関係性も示されない
ままに描き出されているとも思えるであろう。しかし次に引用する一節をきっかけとして，実際
にはプルーストがそれらを意識的に結びつけようとしていたということが理解できる。
Nous［Mme　de　Cambremer，　sa　belle－fille，　Albertine，　ses　amies　et　moi】regardions
la　mer　ca㎞e　oむdes　mouettes　6parses　nottaient　comme　des　corolles　blanches．［＿1
《Elles　ont，　dis－je，　en　parlant　des　mouettes，　une　immobilit6　et　une　blancheur　de
nymph6as．》Et　en　effet　elles　avaient　l’air　d’offrir　un　but　inerte　aux　petits　flots　qui　les
ballottaient　au　point　que　ceux－ci，　par　contraste，　semblaient　dans　leur　poursuite，　anim6s
d’une血tention，　prendre　de　la　vie51）．
バルベックニ回目の滞在中，カンブルメール老侯爵夫人やアルベルチーヌらを前にして，主人公
が海に漂うカモメを睡蓮に喩える場面からの引用である。カモメを花に見立てることで海に睡蓮
を咲かせるというイメージの広がり自体にも惹き付けられるものがある。しかし，主人公が初め
て「少女たちの一団」を目にしたとき，彼女たちがカモメの群れに喩えられたことを考えれば，
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「カモメ」という一つのモチーフによって，「睡蓮」と「少女たち」との問に興味深い構図が描き
出されることになる。水に漂う一方空を飛ぶこともできるカモメは，水面に花を咲かせると同時
に，空の風景が水に反映することで空中に咲いているかのようにも見える睡蓮と結びつく。そし
て睡蓮という花に比較されながらも大空を自由に舞うカモメはまた，気ままな動作で踊るように
散歩をする花咲く乙女たちとも重なり合うのである。すなわち，二つの「調和」の特質を象徴す
るコンブレーの「睡蓮」とバルベックの「少女たち」が，物理的な隔たりを超えてここに結びつ
くことになる。
主人公とカンブルメール老侯爵夫人および若夫人を中心にして展開する一連の会話の中では，
モネの連作「睡蓮」とコンブレーの睡蓮への言及が一種の種明かしのようにして行なわれてい
る52）。また物語がここに至るまで一度もなかった画家ドガに対する言及が，初めて若夫人と主
人公によってなされることもまた興味深い53）。そしてその会話の所々に海に漂うカモメの様子
が巧みに折り込まれ，時間とともに色をかえてゆくその様がモネの連作とのつながりを強める一
方，アルベルチーヌにカモメの様子を語らせることで「少女たちの一団」とのつながりが暗示さ
れることになるのである。こう考えると，カンブルメール老侯爵夫人と若夫人の芸術観を描くこ
の会話には，プルーストの隠された意図を見ることができるように思う。つまりここでブルース
トが試みているのは，「睡蓮」と「少女たち」というモチーフの繋がりによって，「調和」という
言葉を通して別々に描き出した二つの特質を結びつけることだと考えられるのではないだろうか。
そして，こうした時間性と空間性との結びつきの先にプルーストが見定めているのは，両者の間
に引かれた境界線を消し去り，まさに「調和」させることによって生まれるプルースト自身の新
しい美学なのではないだろうか。
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